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ヨ本人による北アメ リ力先住民研究の動向について　 1990年 代以降を中心に

日本人による北 アメ リカ先住民研究の

動向につ いて:1990年 代以降を中心に

岸　上　伸　啓

(1)　 はじめに

　北アメ リカ地域を研究対象とす る日本人の人類学者の数 は、 ほかの地域 と比較する

と少ない。 また、研究テーマや地域 に偏 りがみられることが指摘 されて きた(青 柳・

綾部1986:295)。 その一方で、 日本人の人類学者による北アメリカ研究は徐々にでは

あるが増加 して きた(青 柳1996;岡 田1996)。 とくに北 アメ リカ研究では、 アメ リ

カ合衆国のアラスカ地域やカナダの先住民研究が数多 く行われてきた。私 は、 この流

れは、文部科学省による科学研究費補助金による複数の調査の実施、国立民族学博物

館や北海道立北方民族博物館の設立 とその後の活動 と深 く関わ っていると考えている。

　すでに1980年 代 までの北 アメ リカ研究 にっいては、 レビュー論文(Gamo　 1980a;青

柳1996;岡 田1996)が 存在するため、本稿では、北 アメリカ先住民についての1990年

代以降の日本人による代表的な北アメ リカ先住民研究を中心にレビューし、動向を把

握するとともに、今後の研究課題を指摘 したい。本稿では、(a)ア ラスカ地域、(b)カ

ナダ極北地域、(c)カナダ亜極北地域 および北西海岸地域、(d)カ ナダ南部およびアメ

リカ本土地域 という4っ の地域 に分け、日本におけるアメ リカ合衆国やカナダの先住

民研究の展開を紹介 したい1。

(2)ア ラ ス力地域

　 1960年 に 明治大学 ア ラスカ調 査団 によ って ア ラス カ地域 に関す る現地調 査が行 われ

た。 この調査 団の民族学 班 には岡正雄 と祖父江孝 男が、考古 学班 に は岡 田宏 明が参加

した。 岡正雄 ら民族 学班 はア ラスカ内陸部 の アナ ク トヴク ・パ ス(Anaktuvuk　 Pass)

お よ び ア ラスカ北西沿 岸部 の ポ イ ン ト ・バ ロー(Point　 Barrow)と ポ イ ン ト ・ホープ

(Point　 Hope)に お い て調査 を実施 した。 岡 田宏 明 ら考 古学 班 は、 ウイ ス コ ンシ ン大

学 のC・ チ ャ ー ド(Chard)博 士 ら と と も に ア ラス カ半 島 の ポ ー ト ・モ ラ ー(Port

Mollar)の ホ ッ ト ・スプ リング遺跡(Hot　 Spring　 Site)で 発 掘調査 を行 った(渡 辺 、岡、
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杉原1961;祖 父江1972)。

　 1962年 と1967年 の第2次 および第3次 民族学調査で はポイント・バローの代わ りにネ

ルソン島(Nelson　 Island)が これまでの2っ の村とともに調査された。第2次 調査隊 に

は岡正雄、蒲生正男、岡田宏明が、第3次 調査隊には蒲生正男、岡田宏明、宮岡伯人

が参加 した。宮岡伯人は中部アラスカ ・ユッピックの言語調査を1967年 より開始 した。

　 その後、岡田宏明、岡田淳子、小谷凱宣 らが1972年 、1974年 、1977年 にポー ト・モ

ラーを発掘 した。彼 らはさらに1974年 および1977年 にネルソン島において考古学的な

踏査を実施 した。 これらの民族学および言語学、考古学調査は、 日本におけるアラス

カの人類学的研究の本格的な開始を告げるものであった。彼 らの調査の内容に関 して

は、蒲生(Gamo　 1980a)と 岡田(1996)によって紹介 されているので、 ここでは割愛する。

　それまでのアラスカ調査の成果の一部は、1978年 に国立民族学博物館において開催

された国際 シンポ ジウム 「アラスカ先住民 の文化史」(Culture　 History　 of　the

Alaska　 Natives)と して公開された(Kotani　 and　Workman　 1980)。 蒲生(Gamo　 1980

b)は、このシンポジウムにおいて、 アナクトヴク ・パスとポイント・ホープ、 ネルソ

ン島の3村 におけるエスキモーの社会構造を比較検討 し、その特徴 を抽出 しようと試

みた。

　蒲生正男が逝去 した1981年 以降の日本人によるアラスカ研究は、おもに岡田宏明、

岡田淳子、小谷凱宣による考古学調査および宮岡伯人や大島稔による言語調査が中心

となり、一一時的に民族学的研究が停滞することにな った2。

　宮岡の調査プロジェク トは、1990年 代には環北太平洋の言語の比較研究へ と発展 し

ていった。彼は日本の北海道か らサハ リン、カムチ ャツカ半島、チュコ トカ半島をへ

てアラスカに至 り、さらに米国オレゴン州沿岸へといたる北太平洋沿岸地域に分布す

る先住民言語の比較研究プロジェク トを実施 した(宮岡1992;宮 岡編1992)。 また宮 岡

自身 はア ラスカ・ユ ッピックの言語や文化 にっいて精力的に出版 して きた(Miyaoka

1994;　1996;　2000)0

　益子(1977)は1970年 代半ばよりアラスカ南西部に住む トリンギッ トの研究を開始 し

た。彼 はポ トラッチを、死 と再生をめぐる神話を手がかりに吟味 し、ポ トラッチとは

「第2の 葬儀」であるという結論 に達 した。さらに、火の中に食物や毛布を投げ入れる

慣行は、 トリンギ ットの論理 に従えば、富の破壊ではなく、死者に対する贈 り物であ

ったことを指摘 した。益子(1992;1993)は トリンギットのポ トラッチの意味やサケの神

話の分析 も行った。

　多 くの北アメ リカ先住民のコミュニティーは、失業やアルコール問題など社会経済

問題を抱えている場合が多いが、宣教師ダンカンによって作 り出されたアラスカ南西

部のメ トラカ トラ ・コミュニティーでは比較的安定 した発展を遂げ、今日に至 ってい

る。岡田淳子 らは、 コミュニティー開発の成功 した事例 として、 このダンカン型社会

の歴史的展開を解明しようとしてきた(岡 田2000)。 岡田淳子は、1998年4月 か ら2000
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年3月 まで科研プロジェク ト 「北西海岸イ ンディアンの開発人類学的研究」を組織 し、

アラスカ州南部にあるチ ムシアンの村メ トラカ トラ(Metlakatla)で 調査を実施 した。

岡田淳子(2000a,b)は 、 メ トラカ トラの形成 と発展を歴史的に跡付けた。岡田宏明(200

0)はメ トラカ トラ住民 の生業戦略に関する研究を、益子待也(2000)は ア ラスカに移住

したチムシアンの伝統の創造にっいて研究を した。斉藤玲子(2000)は 、メ トラカ トラ

における観光 と芸能 ・工芸活動に関する調査を実施 した。岡庭(松林)義行 は、宣教師

ウィ リアム・ダ ンカンや教会が、チムシアンのカナダか らアラスカへの移住やメ トラ

カ トラ ・コ ミュニティーの形成において果た した役割を検討 している。 さらにダンカ

ンが理想社会を実現す るためのモデルであ る 「ダンカ ン・ソサイエティ ・モデル」

(Duncan　 Society　Mode1)を 検討 している(松 林1998a;Matsubayashi　 1998b;岡 庭

2000;2004a)。

　これらの研究はお もに複数の研究者か ら構成される団体調査によって実施されてき

たが、1990年 代には井上敏昭のように単独でアラスカ内陸部のグイッチンの村で調査

を行 う研究者がでてきた。井上は、 グイッチ ン社会におけるポ トラッチ儀礼や ビーズ

ワーク、狩猟の実践や地元で捕獲される野生動植物の食物を分かち合 う実践が、 アイ

デンテ ィテ ィ構築 と深 く関わ って いる点 を記述、解明 している(井上1996;1999;

2003;Inoue　 2001)。 また、 グイッチ ンによる石油開発反対運動 にっいての分析を行

っている(lnoue　2004)。井上が調査地 とするアラスカ内陸部では、人類学者が政治的

な理由か ら調査を実施す ることが難 しく1970年 代以降体系的な民族誌的調査が実施さ

れていないたあ、彼の研究 は現代のアラスカ先住民社会の人類学的理解 に大き く貢献

すると思われる。

(2)カ ナダ極北地域における先住民調査

　1972年 に本多勝一によってす ぐれた民族誌である 『カナダ・エスキモー』が出版さ

れたが、 カナダ極北地域の先住民研究は、1980年 以降に活発になってきたといってよ

い。1970年 代の半ばに トロント大学のアーヴィング博士のもとに留学 していたスチュ

アー ト ヘンリは、1978年 より早稲田大学文学部の1年 生ゼ ミでイヌイッ トにっ いて講

義を開始するとともに、早稲田大学の田村すず子が主催する北方言語・文化研究会の1

部会 として極北研究会を毎週水曜 日に開催 していた。

　1980年 代前半か ら後半 にかけてスチュアー トは科研調査プロジェクトを組織 し、北

ケベ ック・イヌイットの団体であるアヴァタック文化研究所 と協力 しなが ら、ケベ ッ

ク州 とラブラドールとの境界にあるハ ドソン海峡に面 したヌネ ンガック遺跡やウンガ

ヴァ湾西岸において考古学的な調査を実施 した3。 この調査には、山浦清、天野哲也、

臼杵動男、手塚薫、花海義人、亀田直美 らが参加 した。また、考古学隊とは直接関係

しなかったが、 アヴァタック文化研究所の協力を得て、1984年 より岸上伸啓はハ ドソ

ン湾に面するアクリヴィク村において社会人類学的な調査を開始 した。
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　 スチュアー トは1990年 に中部極北地域のペ リー ・ベイ地域において考古学および民

族考古学的な調査(最初の調査は1975年)を 再開 した。当初は、考古学的な調査が中心

であったが、1990年 代半 ば以降は民族学的な調査 を行 うようになった。ペ リー・ベイ

調査には山浦清、岸上伸啓、手塚薫、熊崎保、亀田直美、大村敬一 らが参加 した。そ

の後、この科研によるペ リー ・ベイ調査はスチュアー トと大村を中心に実施 されてき

た。

　北ケベ ック地域の研究成果としては、手塚薫による民族考古学的な研究 と岸上によ

る社会人類学的な研究がある。手塚 はヌネンガック遺跡に残 った動物遺存体や住居趾

の調査を行い、大型の住居趾と毛皮交易の進展 との間に相関関係がみ られることを指

摘 した(手塚1999)。 さらに、毛皮のみならず、 アザラシの肉など狩猟・漁労活動でえ

られた資源もヨーロッパ人漁民や毛皮交易者を相手とする交易の対象となっていた可

能性を指摘 し、イヌイ ット社会の変化 に関 しては外部 との接触という要因が重要であ

ることを示 した(手塚2002)。

　岸上はアクリヴィク村を中心 にヌナヴィク地域のイヌイ ットの社会構造や社会変化

を研究 して きた(岸上1990b;1998)。 とくに名前や命名のイヌイット社会における文

化的な重要性を指摘 し、変化する中でイヌイットがいかに社会関係を再生産させてき

たかを解明 した(岸上1990a;1997;1999c)。 また、岸上は先住民諸権益請求処理後に

ヌナヴィク ・イヌイットが導入 した、生業活動を促進させ るためのハンター ・サポー

ト・プログラムの諸影響を調査 し、食物分配の活性化やイヌイット意識やコミュニティー

意識の高揚に貢献 していることを指摘 した(岸上1996b;1998;Kishigami　 2000)。 さ

らに、岸上はヌナヴィク・イヌイットが実践 している食物分配の調査や他社会の事例

研究を通 して、 イヌイッ トの食物分配には、移譲、交換、再分配の タイプがあり、現

在のイヌイットの食物分配の大半は移譲であると主張 した(岸 上2003b;2004c)。

このほかに岸上 はヌナヴィクの事例を もとに、なぜイヌイットがキ リス ト教 を受 け入

れたのかという問題やカナダ ・イヌイット社会におけるエスニック ・アイデンティティ

としてのエスニシティの歴史的変化を跡付ける研究を行った(岸上1992;1994b)。

　ペ リー・ベイ調査は1990年 か ら本格化 し、民族考古学的研究、文化 ・社会人類学的

研究、言語学的研究においていくつかの成果をあげてきた。スチュアー トは最近まで

使用 されていたキャンプ地や狩猟場 に村の古老を同行 し、そこでイ ンタビューを行 う

という新 しい形の民族考古学的調査を実施 した。そして同氏は、現在は使用 されてい

ない石塚群がカリブー猟にどのように利用されていたか、さらにかっての住居趾がど

のように利用 されていたかを解明 した(スチュアー ト1990a;ス チュアー ト・手塚・熊崎

1994)0

　スチュアー トや岸上、大村はペ リー・ベイ村およびその周辺において文化 ・社会人

類学的研究を実施 した。スチュアー トは、海 と陸の対立など世界観や食物分配、女性

の役割 にっいて研究を した(ス チュアー ト1990b;1991)。 スチュアー トのネッ リク・
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イヌイッ ト研究への貢献は、やな漁労や春のカ リブー猟に関 して記述的な記録を残 し

たこと(ス チュアー ト1992a,　 b;1993)、 さらには現代のイヌイ ット社会 における生

業活動の意義を検討 したことである。 スチュアー トは定住後、機械化されたイヌイッ

トの狩猟 ・漁労活動が経済的に重要であるよりも、国家や世界 システムの中でアイデ

ンティティの維持など文化的なサバイバルと深 く関わっていることを指摘 した(スチュ

アー ト1995;1996)。 また、イヌイッ ト社会 における子供の性別認識 と儀礼的な性変

換の風習であるキ ビユイチョックにっいて報告 している(Stewart　 2002)。後で述べる

ように1990年 代後半か ら、スチュアー トの研究は先住民 と国家 との関係へ と重点がシ

フ トしていった。

　岸上はペ リー ・ベイ調査隊の一員 としてペ リー ・ベイ村の社会構造の記述や社会変

化、食物分配の研究を担当 した。同氏 はペ リー ・ベイ村の全世帯を訪ね、世帯表 と村

全体の親族図を作成 し、村 自体が10の 拡大家族か ら構成 されていること、村の世帯の

約90%が 核家族であることを示 した。 さらに狩猟 ・漁労活動、食物分配、村内政治の

領域において拡大家族関係が重要 な社会単位で あることを例証 した(岸 上1991;岸

上 ・スチュアー ト1994)。 また、ネッリク・イヌイットの食物分配 は特定のパー トナー

間のアザ ラシ肉の分配(交換)と考えられてきたが、現在のネッリク ・のイヌイ ット社会

では拡大家族内での食物の分配が中心であることを例証 した(Kishigami　 1995)。岸上

はペ リー・ベイ村のイヌイット社会の事例を用いて、先住民社会 に関する変容仮説 と

再生産仮説を検証 し、一見大きな変化 を蒙 っているようにみえるイヌイ ット社会 は、

社会関係に着 目した場合、再生産的な変化を していることを示 した(岸 上1996a)。

このほかに岸上はペ リー ・ベイ村において小中学校教育にっいて地元の学校で参与観

察を行い、文化や言語の伝承や現代社会への適応において学校教育が重要であること

を指摘 した(岸上1994a)。

　大村 は、言語や認識、アー トをキー・ワー ドとしてペ リー・ベイ村において調査を実

施 してきた。言語調査では、ペ リー ・ベイ方言の基本語彙の収集・記述を行 うととも

に、双数の消滅傾向を取 り扱 った言語変化の研究(大 村1994)を 行 った。同氏 はさ

らに、イヌイットの色彩認識や環境認識、身体認識、方位認識の研究を行 った。大村

はペ リー ・ベイ村のイヌイ ットの色彩認識の調査を通 して色彩 はイヌイ ットが自然環

境の詳細を読み取 るときの鍵になっていることを指摘 し、生業活動に不可欠な民族知

識にな っていることを指摘 した(大 村1996;1999a)。 さらに、身体観と世界観 との

関係(大 村1997)、 資源観や大地(環 境)観(大 村1999b)、 ナヴィゲーション(大村20

01a)、 伝統的な生態学的知識(大 村2002)な どのテーマにっいて研究 した。 これ らの

研究は、イヌイ ットの伝統的な生態学的な知識の生成や構造の解明に関す る探究であ

った。大村は、 イヌイッ トの伝統的な生態学的な知識といわゆる科学的な生態学的知

識 との違いを、セル トーの戦術 と戦略の概念を援用 して特長づけた。そ してイヌイッ

トの戦術的な知の枠組みは、「環境」を対象化 し、その対象化 した 「環境」を操作 し、
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管理する近代の戦略的な知の枠組みとは対極にあることを指摘 した。

　大村 は滑石彫刻のような現在のアー ト制作の状況を調査 し、現代の生活を支える現

金収入のひとっであるとともに、イヌイッ トのエスニック・アイデ ンティティを象徴

的に表明する手段 とな っていることを指摘 した。そ して滑石彫刻の制作活動 は、近代

化 とイヌイッ トの文化 との間をとりもっ蝶番 として機能 していると結論づ けている

(大村1996)。 また、 イヌイ ットの滑石彫刻の特徴や歴史を調査 し、イヌイッ トと彼

らを取 り込む主流社会との間の複雑な相互作用の中で生成され、両者の間の対話であ

り、かつナショナル・イメージやイヌイット・イメージが生成される実験の場 となって

いることを指摘 している(大 村2001b)。

　 ペリー ・ベイ調査プロジェク トは、 さらにイヌイ ットのエスニック ・アイデ ンティ

ティや自己イメージの研究をも生み出 した。スチュァー トはメディアの中に出て くる

イヌイットのイメージを検討 し、カナダの国内政治 におけるイメージの重要性を検討

した。そして同氏は、 イヌイッ トの狩猟活動が、1970年 代の政府やメディアによるエ

スキモーからイヌイットへ という民族名称変更においてイヌイットのイメージや民族

識別の手段としていかに利用されたかを論 じた(ス チュアー ト1998;Stewart　 2002)。

大村はイヌイットの日々の生活の中で構築されている自己イメージを検討 し、イヌイッ

トはそれを操作、利用 しながら肯定的なエスニック ・アイデ ンティティを作 り出 して

いることを指摘 した(大村1998;Omura　 2002)。現在、大村 はペ リー ・ベイ地域の地

名やナビゲーションの研究を継続 しており、今後の展開が期待される。

　 2002年 よりスチュアー トは 「カナダにおける先住民のメデ ィアの活用 とその社会・

文化的影響」の科研プロジェクトを開始 した。岸上 は、ヌナヴィク地域のイヌイ ット

の村を事例 としてイヌイ ットがラジオ、テ レビ、電話、文字媒体、イ ンターネ ット、

ビデオ、GPS,無 線機をどのように利用 しているかを素描 した。同氏はイヌイ ット

社会 におけるFMラ ジオと電話の情報伝達における重要性や電話が社会関係や相互扶

助関係の維持 において重要な役割を果たしている点を指摘 した(岸上2004a)。

　 1998年 から岸上は国立民族学博物館の先端民族学研究プロジェク トとして 「先住民

による海洋資源の利用 と管理」の研究を開始 した。2003年 か ら同プロジェク トは第2

段階へとはいり、「先住民による海洋資源の流通 と管理」の研究が開始された。 これ

らのプロジェクトは、民博の共同研究会 と科学研究費補助金による海外調査 とを組み

合わせた ものであったが、その中で、カナダの極北地域やアラスカにおける海洋資源

問題が取 り扱われた。岩崎(2003)は カナダ西部極北地域の シロイルカ資源の管理 につ

いて、大村(2003)は カナダのヌナヴト準州の野生生物資源の管理 にっいて、岸上(2001

b;2002e;2003a)は カナダのケベック州極北地域 ヌナヴィクにおけるシロイルカ資源

の管理にっいて研究を した。 また、井上(2003)は アラスカ内陸部におけるグイッチ ン

によるサケ資源の利用 と管理にっいて研究 した。 これ らの研究か ら先住民社会におい

て資源管理を成功させるためには、先住民の自発的な参加や彼 らの民俗知識を管理に
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活用することが鍵となることが判明 した。岸上(2002c)は このプロジェク トの1部 と

してカナダ極北地域における環境汚染問題 とイヌイ ットの対応に関する研究を実施 し、

問題解決 において主流社会と先住民社会 との仲介者 としての人類学者の重要性を指摘

した。

(3)カ ナダ亜極北地域および北西海岸地域 における先住民調査

　1960年 代から1990年 にかけて、原(須江〉、煎本、新保 らによってカナダの亜極北地

域の先住民社会の研究が行われた。

　原は、北西準州のヘアー ・インディアンの民族誌的な研究を行った。1960年 当時、

ヘアー・イ ンデ ィアンの社会や文化 にっいてはほとんど知 られていなかった。原の研

究はこの民族 に関する最初の体系的な民族誌であった(原1979;1989;Hara　 1980)。

煎本は、1975年 か ら1976年 にかけてサスカチュワン州北部に住むチィペワイヤ ンの集

団構造、生業の生態、活動 システムにっいて生態人類学的な調査を実施 した(lrimoto

1981)。 原や煎本の調査地は、調査が政治的にも環境的にもきわめて困難 な地域であ

った。原の研究同様、煎本の研究は、日本人 による数少ない北 アメリカ先住民研究に

対するオ リジナルな貢献のひとっである。

　カナダのウオータルー大学を拠点 として活躍 した新保満は、北西準州のデネー ・イ

ンデ ィア ンについて1988年 か ら1990年 にかけて統計学者のC・A・ ス トラザース

(Struthers)と ともに先住民社会の変化に関する調査を、学校教育に焦点をあわせて

実施 した(新 保1993;1995;1999)。 このなかで新保 らは若いデネーは学校教育をう

けて賃金労働に従事す ることを志向 している一方、年長のデネーは伝統的な生活様式

の維持 を志向 しており、世代間にジレンマがあることを指摘 している(新保 ・ス トラ

ザース1999)。 また、学校教育を受 けた結果、デネーが南の都市へ移住する条件が整

い、将来、移動する可能性があることが指摘 した(新保1999)。

　大曲佳世 はカナダのオンタ リオ州北部のジェームズ湾沿岸に住 むオマシュケゴー ・

クリー(Omushkegowuk　 Cree)が 住むムースファク トリー(Moose　 Factory)と ビワナ

ク(Peawanuck)に おいて現地調査を1990年 代の前半に実施 し、女性の民俗知識やブッ

シュ ・スキルとそれ らの継承にっいて研究を した。現在のクリー社会は、賃金労働、

生業活動、政府支出金からなる混交経済を基盤 としている。彼女 は、教育環境の変化、

ブッシュで過 ごす時間の減少、価値観の変化などのためにブッシュ ・スキルをブッシュ

で見て、体験 して習 うことができな くなりっっあるという継承の問題を取 り扱 ってい

る(Ohomagari　 1996;Ohmagari　 and　Berkes　 1997)。 ク リーの女性が、独 自の文化

やアイデ ンティティを保持 しっっ、 この混交経済の中で成功するためには、ク リー文

化とヨーロッパ系カナダ文化の両方の知識 と技能を身にっけた二文化的な人間でな く

てはならない。 このタイプの経済開発を促進させるためにはヨーロッパ系カナダ文化

を志向 している若い女性が伝統経済に必要 な知識や技能を習得する必要性を彼女は主
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張 している(Ohmagari　 1995a)。また、持続可能な生活を維持するための適応戦略とし

てブッシュ・フー ドや技能が必要であり、その継承の問題点を論 じている(Ohmagari

1995b)。 ブッシュ・フー ドやブッシュでの活動、野生生物資源の利用が、 アイデンティ

ティ形成や社会の福祉 に重要で あることが指摘 されて いる(大曲1998;Ohmagari

2004)0

　北アメリカのアラスカ南西部か らオレゴン州にかけての海岸地域に住む先住民は、

北西海岸先住民 と総称されて きた。大貫(1977)は トーテム ・ポールの機能につ いてを

社会的かっ歴史的な視点から研究 した。

　渥美一弥(1996)は、バ ンクーバー島の南部に住むサーニッチ(Saanich)が 主観的に捉

えている伝統に焦点をあて、彼 らの伝統 とヨーロッパ系カナダ人が彼 らに抱 いている

イメージとの関係を検討 している。その上で、1980年 代以降に復興 しっっある神話、

地名、個人名の今 日的な意味にっいて考察をくわえている。渥美は、サーニッチの主

観的な伝統文化 とはカナダ主流社会 との政治的な相互交渉の中で作 りだされた過去に

あったと想像される「伝統」とあらたに創造されてきた「伝統」からなることを指摘した。

その伝統の復興は、サーニッチの真正な先住民 としての存在をカナダ主流社会に明示

するためのものであった一方、それはカナダ主流社会からの集団 としての認知、名づ

けであったと主張 している。

　岩崎 まさみ(1999;2002)は 、北アメリカの北西海岸バ ンクーバー島に住むクワクワ

カワクのサケ資源の伝統的な管理とカナダ政府による資源管理にっいて研究 した。ク

ワクワカワクは時期を変えて川を遡上する数種類のサケを適度に漁獲 しながら利用 し

てきたが、現在のカナダ政府が認可 しているサケの商業漁業は海上でのサケの種類を

考慮 しない一括捕獲であり、資源量の管理ができていないことを指摘 した。 また、木

材の搬出による産卵場所のか く乱 も大 きな問題であった。岩崎は、現在のサケ資源の

減少の遠因は、カナダ政府によるサケ資源管理の失敗やブリティッシュ ・コロンビア

州の林業振興政策にあることを指摘 した。

　立川陽仁 は、1990年 代末か ら2000年代 にかけてカナダのブリティッシュ ・コロンビ

ア州バ ンクーバー島の町キャンベル ・リバーでクワクワカワクの商業漁業や漁民に関

する調査を実施 した。彼は、 クワクワカワクは 「サケの民」であるとする言説と彼 ら

の現実の日常生活 との間に大きなギャップがあることを指摘 し、その意味をカナダの

先住民政治の脈絡の中で解明 しようと試みている(立 川2004b)。 立川(1999a)は 、 ポ

トラッチの研究史をまとめ、ネイティヴ・アンソロポロジス トや人類学者による対話

を通 した多声的な研究の必要性 を指摘 している。 また、立川(1999b)は 、カナダ植民

地統治期におけるクワクワカワクの貴族層の衰退にっいて研究をしている。彼はポ ト

ラッチにおけるヨーロッパ製品の利用や天然痘などの外来の伝染病の流行が、クワク

ワカワクの世界観や貴族層のランクの衰退にどのような影響を及ぼ したのか、さらに

はポ トラッチが どのように変容 したのかを解明 した。そ して貴族層の衰退 は、政治・
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経済的な要因のみならず、世界観の変容 とい う宗教 ・象徴的な要因によって も引き起

こされたことを指摘 した。 さらに、立川はポ トラッチにっいて、人類学者はその意味

を強調す るのに対 し、現在の先住民は型を重視するという、ポ トラッチを内と外の視

点か ら検討 している(立 川2004a)。 このほかに、1850年 ころか ら1920年 ころまでの

北西海岸先住民の漁労活動を再構成 したうえで、当時のサケ漁業や缶詰業の展開にも

かかわらず、漁労活動が存続 していた点 を指摘 した論文(立川2002a)や 商業漁業を介

しての先住民の企業家の出現や彼 らの活動や戦略を取 り扱 った論文(立川2002b)、 先

住民商業漁民の資源管理 に対する認識や政府への対応 に関する論文(立 川2003)が

ある。彼の研究 は北西海岸先住民の現状を取 り扱 った数少ない研究であ り、今後の展

開が期待される。

　 岡庭(2004b)は クワキウ トルの冬の儀礼であるッェカ儀礼 をシェクナー(Schechner

1973;1988;1993)の パ フォーマ ンス理論 の視点か ら研究 した。儀礼 は世界観として研

究されるだけでな く、パ フォーマンスとしても研究することができる。パフォーマ ン

スをする人(performer)は 、観衆(audience)を 巻 き込むことが重要である。 このために

は、技能(skil1)、世界観(cosmology)、 演出(promotion)の3っ のフェーズが有機的 に

機能することが必要であることが指摘 されている。

　 カナダの亜極北地域の毛皮交易にっいては、ハ ドソン湾会社の交易所の日誌を利用

し、1830年 代のチィペワイヤンとヨーロッパ人との関係を描 いた、阿部(1999)に よる

エスノヒス トリー研究が存在する。また、煎本(1994)は 、毛皮交易 と先住民の家族狩

猟テ リトリー(hunting　 family　territory)の 出現 との関係についてあらたな見解を提

起 している。彼は、 この システムが毛皮交易 に参加 したチ ィペワイヤンの間には出現

しなか ったことに着 目し、モ ンタニェやキャリーの地域 と比較 し、このシステムの成

立には大型狩猟獣の減少 に代表される生態環境の変化(生 活基盤であるサケやカリブー

が減少 し、 ビーバーのワナ猟に依存せざるをえなくなったこと)と ビーバーの生息密

度(ビ ーバーの生息密度が高 い地域であること)と いう2っ の要因が重要であること

を指摘 している(煎本1994:10-11)。 カナダにおける毛皮交易の展開についての傭瞼的

な歴史研究が木村(2002;2004)に よって出版されている。

(4)カ ナダ南部およびアメ リカ合衆国本土における先住民調査

　 1990年 代にはいり青柳清孝(1993:1994)は 、多文化主義 の脈絡の中で アメ リカ先住

民(Native　American)と 学校教育を考察 したのち、先住民の部族経済、 リーダーシッ

プ、教育の3分 野 における過去30年 の研究動向に関す る調査を行 った。その後、彼の

研究関心はアメリカの都市先住民の生活や学校教育の問題へと移行 した。彼 は1995年

から1997年 まで、国立民族学博物館の松山利夫とともに共同研究会 「都市における先

住民社会の研究」を実施 した。 また、松 山利夫を代表者 とする文部科学省科学研究費

国際学術研究 「現代の諸都市における先住民社会の文化人類学的研究」によって1996
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年 お よび1997年 に シカゴや アルバ カーキ ーにお いて調査 を実施 した。 シカ ゴに転 住 し

た先 住民 の個人史 を調査 し、都 市生活 の適応 の上で2種 類 の移住 者、 す なわ ち自 ら自

発的 に シカゴに移 住 した者 と米国政府 の転住政策 によ る移住者 の違 いに関 して考 察 を

行 った(青 柳1998a)。 さ らに、 シカ ゴにあ る先住民援 助組織で あるア メ リカ ・イ ンデ ィ

ア ン ・セ ンター(American　 Indian　 Center,　 Inc)や セ ン ト・オ ーガステ ィン ・セ ンター

(St.　Augustine's　 Center　 for　American　 Indian,　 Inc)の 歴 史 や機 能 を研究 した(青 柳

1998a;1999)0

　 青 柳 は、人種 統合 を 目的 とした シカ ゴのマ グネ ッ ト ・ス クールの研究(青 柳1998b)

や ア ーバ カ ーキー とシカ ゴを事例 と して都市 イ ンデ ィア ンの学校教 育 の実 態 に関 す る

調査 を実施 し、都市 にお けるイ ンデ ィア ン教 育 を向上 させ るため には、多 文化教育 の

充 実、特別学 級 の増設拡 大、特別 なイ ンデ ィア ンのための学校 の創 出が必 要で あ ると

主 張 して い る(青 柳2001)。 こ の ほか青 柳 は、 イ ンデ ィア ン保留 地 にお け るカ ジノ と

経 済 開発 の問題(青 柳2000)や ア メ リカ の自然史博 物 館 にお いて アメ リカ ・イ ンデ ィ

ア ンが どのよ うに展示 されて いるかに関す る研 究(青 柳2002)を 行 って いる。

　 松 山 の都 市研 究 プロ ジェク トには、 スチ ュアー ト ヘ ンリ、 和智 綴子、 岸上伸 啓 ら

北 ア メ リカ研究者 が参加 して いた。 スチ ュア ー ト(1999)は 、 アメ リカ とカナダの先住

民政 策を比較 し、前者 は都 市へ の移住 積極策 を とり、後者 はそ のよ うな政策 を と らな

か ったが、両 国 とも先住民 は都市 へ移 住 した という事実 を指摘 した。 この ことは先住

民政策 以外 の要 因、例 えば経済 のグ ローバ ル化 な どを考慮 しな ければ な らない ことを

意味 して いる といえ るだ ろ う。

　 カ リフォルニ ア州南部 の サ ンデ ィエ ゴ付近 の先住 民 にっ いて研 究 して きた和智(199

4)は 、 この都市 先住 民プ ロ ジェク トで は、 同地域 に お ける文化保 存 とエ スニ ック ・ア

イデ ンテ ィテ ィの 問題 を研 究 した(和 智1999)。 岸 上 は、 モ ン トリオール在住 のイ ヌ

イ ッ トの生活状況全 般 にっ いて研究 したが、 と くになぜ イ ヌイ ッ トが極 北地域 か ら都

市 部 へ移 動 して きたか にっ い て報 告 して い る(岸 上1999a;1999b;1999d;1999e;

2002d;2002f)。 イ ヌイ ッ トの移動 には、 極 北 の コ ミュニ テ ィー にお け る職 や住宅 の

不足や社会問題 が人々を押 し出す要因 と して作用 して いる一方 、都 市で は自由や教育、

病院、娯楽施 設な どが人 々 をひきっけ る要因 と して作用 してい る(岸 上1999b)。 ま た、

岸上 は都 市で はイ ヌイ ッ トの間 に生活 や経済 的な格 差 において多様化 が進んで いるが、

言語 や 日常生 活 において イヌイ ッ ト的 な実 践を伴わ な いに もかかわ らず、 イヌイ ッ ト

意識 を持 ってい る人 々が出現 して いる ことを、極北地域 の アク リヴ ィク村 の事例 と比

較 し、指摘 した。彼 は、 生活実 践 にも とついて形成 され た文化 的 なアイ デ ンテ ィテ ィ

と生活 の実践 を伴 わない政治的 なイヌイ ッ ト意識であ るエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィ

を峻 別す るべ きで ある と提案 した(Kishigami　 2002d;2004b)。

　 谷 本和子 は、 ア メ リカ ・ア イダホ州 の ネズ ・パ ース・イ ンデ ィア ン(Nez　 Perce)社 会

にお ける文化化(Tanimoto　 1994)の 研 究 や家 族 の研 究(1998c)、 テ ィピ(伝 統 的な 円錐

 -22-



日本人による北 アメリカ先住民研究の動向について　 1990年 代以降を中心に牢

形のテ ント)の現代的な意味に関す る研究(1998a)を 行 っている。 また、 アメ リカにお

けるインディアン政策を跡付 けなが ら、同化のプレッシャーのもとでの汎イ ンディァ

ン意識の出現や特定部族のアイデンティティの現状 にっいて論 じている(谷本1998b)。

歴史学者 の鵜月裕典(2000)は 、アメ リカにおけるイ ンディアンと白人 との関係の歴史

的な変化を検証 しなが ら、保留地と都市 という2つ の空間の両方においてアメリカ ・

イ ンディアン運動によって形成 されてきた汎インディアン的なアイデ ンティテ ィを吟

味 している。 このほかに、手塚薫(2003)に よる北アメリカ大平原におけるバイ・ソンの

狩猟法、解体 ・処理法、毛皮交易、そ して産業化の中でのバイソンの役割 に関する研

究が存在する。

　また、先住民の現代文学に関するカルチュアル ・スタディーズ的な研究が最近行わ

れているの も注 目に値する(室1997;1999;2000;渡 辺1999)。 例えば、室(1999)は 国

民国家の枠を取 り外 し、北アメ リカ先住民の現代文学の特徴や展開を検討 し、共通に

見 られる戦略的本質主義 という特徴 を指摘するとともに、内容の多様化の傾向を指摘

している。

(5)比 較研究やそのほかの先住民研究

　 ここでは広域研究や国家 と先住民 との関係に関する研究を紹介する4。加藤やスチュ

アー トは、カナダの国家 と先住民 との関係に関す る研究を行 っている。政治学者の加

藤(1990;1996)は 、国家の法制度の中でのイヌイ ットの位置づけや、多文化主義 と先

住民 との関係を吟味 している。 スチュアー ト(1997;2003c)は 、フランス系が主流社会

を形成 しているケベック州の中に住むイヌイットを、 ランド・クレイムとの関係か ら

研究 している。 さらに 「先住民 とはだれか」という問題を追及 し、先住民を認知する

の もしないのもそれぞれの先住民が属する主流社会 もしくは国家であることを指摘 し

ている(スチュアー ト1998b)。

　民族音楽学者の谷本は、西はロシアの シベ リア西部か ら東はグ リーンランドに分布

する先住諸民族の踊りや歌の比較調査を実施 した。彼 は、イヌイ ットやユ ッピックの

音楽を採録する(谷 本・森田1992)一 方、 ドラム・ダンスの比較か ら、 マッケ ンジー

川を境に して、その東西で ドラムの打 ち方が異なり、音楽的な差異があることを指摘

している(谷本1992)。

　また、生態人類学者の渡辺仁(1988;1992;1993)は 、晩年、北太平洋沿岸文化圏 と

いう概念 を提起 し、比較研究を試みた。 この文化圏では、定住性や水産物の経済的な

重要性が見 られる。さらに社会的な階層化の発達など類似要素が見 られる。 また、錆

や笠、サケ儀礼複合体などの特殊な共通要素が見 られる。渡辺は、この文化圏に見 ら

れる文化諸要素の類似 と差異を、類似 した海洋環境への適応進化 と文化交流の視点か

ら説明しようとした。彼はこの壮大な比較研究を完成 させぬまま、この世をさったた

めに、 この研究課題は次世代へと残 されたままである。
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　国立民族学博物館の大塚和義 は、交易をキーワー ドとして北太平洋沿岸地域におけ

る先住民社会の交易 と経済的な繁栄に関する展示プロジェク ト 「ラッコとガラス玉」

を組織 し、実施 した。 このプロジェク トでは、 この地域の先住民が ヨーロッパ人や中

国人、和人 との毛皮交易以前にも活発に交易を し、富を蓄え、文化的な繁栄 を享受 し

ていた事実を展示によって検証 した(大 塚2001;2003)。 このプロジェク トの中で、

岸上(2001a;2002a)は アラスカ地域の先住民交易やカナダ北西海岸か らアラスカ地域

にかけての先住民交易の実態にっいて歴史的に研究をした。

(6)検 討:傾 向と課題

6.1地 域的特長

　 日本 における北アメ リカ先住民研究 はアラスカ地域およびカナダ極北地域、北アメ

リカ北西海岸地域を中心に展開 してきた。 その流れの始 まりは、1960年 代にはじまる

岡正雄の流れを汲み、岡田宏明や小谷凱宣 らによって受 け継がれたアラスカ研究プロ

ジェク ト、 スチュアー ト ヘ ンリによって1980年 代に開始されたカナダ極北研究プロ

ジェクト、および宮岡伯人を中心 とする環北太平洋言語研究プロジェク トに大別でき

る。 これ らの一連の調査プロジェク トは、文部科学省そして後には日本学術振興会の

科学研究費補助金 によって支援されてきた。最近ではカナダの北西海岸 を研究する研

究者が現れてきたが、そのほとんどが個人研究によるものであった。また、 これまで

見て きたようにカナダの亜極北地域やアメ リカ合衆国本土の先住民を対象 とした人類

学的研究の数は少ない。

　 日本の北 アメリカ先住民研究において、国立民族学博物館や北海道立北方民族博物

館、北方学会が主催 した北方諸民族に関する国際シンポジウムや特別展示が果た した

役割 も重要であった。国立民族学博物館では、小谷凱宣による1978年 開催のアラスカ

先住民の文化史に関する文部科学省国際シンポジウム、小山修三 らによる1998年 開催

の第8回 国際狩猟採集社会研究会議(CHAGS　 8)、秋道智彌 による2001年 開催の水産資

源をあぐる紛争に関する民博国際 シンポジム、大塚和義による2001年 開催の北太平洋

における先住民交易 と工芸に関する文部科学省国際シンポジウム、岸上伸啓による20

02年 開催の海洋資源の利用 と管理に関する文部科学省シンポジウムなどが開催された。

これ らのシンポジウムでは、 日本人の北アメリカ研究者が研究を報告 し、その成果 は

国立民族学博物館の刊行物や一般図書 として出版されている(Kotani　and　Workman

1980;Wenzel,　 Hovelsrud-Broda　 and　Kishigami　 2000;Keen　 and　Yamada　 2001;

Stewart,　 Barnard　 and　 Omura　 2002;秋 道 ・岸上2002;大 塚2003;岸 上2003;

Kishigami　 and　Savelle　in　press)o

　大林太良や岡田宏明が館長を勤あた北海道立北方民族学博物館では、毎年、海洋適

応や人 と動物の関係、漁労、食 と住、狩猟儀礼、定住 と移動、精神文化における動物、

開発 と環境などテーマを決めて北方民族に関する国際シンポジウムを開催 して きた。
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北米やロシア、北欧の研究者が3な い し4名招へいされ、 日本人研究者 とともに研究

報告を行 い、議論を戦わせてきた。2004年10月 開催のシンポジウムは19回 目である。

これ らの シンポジウムに日本の北米研究者が多数、参加 してきた。その成果はプロシー

ディングスとして出版されてきた(例 えば、井上2003a;岡 庭2004a;大 村1999;ス

チュアー ト1990b,1992b,1995な ど)。

　北海道大学の煎本孝は北方学会を設立するとともに、環極北地域 におけるアニ ミズ

ムとシャーマニズム、環境 と宗教、そ してエスニシティとアイデンティティをテーマ

とした国際シンポジウムを開催 した。そのシンポジウムには日本人の北アメ リカ先住

民研 究者 も参加 し、研 究報告 を行 い、 その成果 は出版 されてい る(lrimoto　 and

Yamada　 1994,2004;Yamada　 and　Irimoto　 1997)0

　このように日本における北アメ リカ先住民研究は、アラスカ地域とカナダ極北地域、

北アメ リカ北西海岸地域を中心に展開されてきたが、 これ らの研究の多 くは、文部科

学省および学術振興会の科学研究費補助金による海外学術調査や、国立民族学博物館

や北海道立北方民族博物館が主催 した国際 シンポジウムによって大 きく推進 されて き

たといえるだろう。

6.2　テーマ的特長 と理論的な傾向

　日本の北アメ リカ先住民研究、 とくにアラスカやカナダ極北地域 における研究は、

1980年 代後半まで考古学的な研究が中心であった。 しか し1980年代 に入 り、文化人類

学研究や言語研究が、同地域 において盛んになって きた。現在で は、大半が文化人類

学研究や言語研究である。

　研究テーマとしては、社会組織や宗教、儀礼、世界観などの研究か ら生業の現代的

な意義やエスニック ・アイデ ンティテ ィ、国家 と先住民との関係、都市の先住民、開

発や資源管理の研究に移行 しっっあるよ うに思われる。 また、認識や伝統的な先住民

の知識に関する研究 も出てきている。 しか し一方では、 ジェンダー研究や医療人類学

的研究、地球環境問題など他の地域では盛んな研究が、日本人によってはほとんど行

われていない5。

　研究の立場や視点としては、生態学的なアプローチか ら実践理論や世界システム論

を含む広義のポ リティカル ・エコノミー論へと多様化 して きたといえよう。また、 日

本人研究者による北アメ リカ先住民研究か らは、新たな理論や視点があまり提出され

てきてはいない。

6.3　今後の課題

　 日本人による北アメ リカの先住民研究は、日本人によるアジア研究や太平洋研究、

アフリカ研究 と比べると、研究者や成果報告 の点において量的にはるかに少ない。今

後、 この分野が進展 してい くということもあまり期待できない。 この研究停滞にはお
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もに2っ の理由が考えられる。

　第1に 、日本の大学や大学院において、北アメリカ先住民にっいて教えているとこ

ろが少ないことがあげられよう。北 アメ リカ先住民研究を行いたい若者 は、まった く

異なる地域を専門としている教授 に師事するか、北アメリカの大学や大学院で学ぶか

のいずれかを選択 しなければな らない。第2に 、北 アメ リカでの調査研究は、旅費や

滞在費がかさむことや調査許可の取得が極あて困難であるという事実が挙 げられる。

ホピやナバホの保留地では撮影することはおろか、はいることさえ も許 されていない

所がある。また、調査がで きたとしても、データの公表が制約される場合がある6。

先住民の言語や知識の記録・保存、自殺など社会問題の解決のための研究、経済開発、

先住民権の獲得に役立っ研究のような先住民が望む研究には調査許可がおり、かつ先

住民側か らの協力が得 られる。一方、親族研究や宗教研究など多 くの人類学的な研究

には調査許可がお りないことがある。

　以上のような理由か ら、 日本人による北アメリカ先住民研究の低迷が続 くであろう

と考え られる。 しか しなが ら、北 アメリカ先住民の歴史や現状の研究は、 ほかの地域

の先住民研究に大きな影響を及ぼす可能性があることを指摘 しておきたい。なぜな ら

これ らの先住民は、ほかの地域の先住民がこれまで経験 をしたことが無い体験をして

いるか らである。例えば、定住化の社会経済的な諸影響、先住民諸権益問題の処理 と

その結果、都市への移住 と適応、国家 と先住民の政治関係、環境・資源問題 と先住民

との関係、先住民をあぐるNGO・NPO活 動や国際政治、先住民 によるインターネ ッ

トのようなメディアの利用など解明すべき多数のテーマが存在 している。北 アメ リカ

先住民の間では最先端の現象がおきており、 これ らを研究することは、アフリカや中

南米などほかの地域の先住民社会の変化や開発を考えていく上で大 いに役立っ と考え

られる。 したがって、多 くの若い日本人研究者が この新 たな領域の人類学研究に従事

す ることを期待 したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注

*　 本論文の原稿に対 し、岡田淳子、スチュアー トヘンリ、岩崎まさみ、大曲佳世、

井上敏昭、岡庭義行、立川陽仁の諸先生か らコメントや誤 りの指摘を頂戴 した。改稿

す る際に参考にさせていただいた。 これらの方々に感謝の微意を表す ものである。

1　 北方文化研究に関す るデータベースが北海道立北方民族博物館によって構築され、

『北海道立北方民族博物館研究紀要』やホームページを通 して公開されている。 この1

0年 の間に出版された北アメリカ関係の出版物の数 はかなりの量 におよび、本稿では

すべてを網羅することはできない。 したがって本稿で取 り扱 うのは、私が重要である

と考える著作 に限定されていることをお断りしておく。

2　 明治大調査隊の流れを汲むものとして、岡千曲のエスキモーの神話や世界観に関

する研究がある(岡1978;1982;1983)。 彼は、北アラスカやカナダ中部極北地域にお
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ける海 と陸の象徴 的な対立 の問題、 タブー と病気 の関係、動物 をめ ぐる世界観や タブー

に関 して研究 を してい る。 また、明治大隊 の流れ とは別個 に、 スチ ュアー トはセ ント ・

ロー レンス島や ア リュー シャン列 島 にお ける ミイ ラの研究 を行 って い る(ス チ ュア ー

ト　1978;　1987;　 1993)。

3　 ヌネ ンガ ック遺跡 の最初 の調 査 は1978年 に実施 され た(ス チ ュアー・ト1981)。

4　 カナダや北 アメ リカの先住民 の文化 や歴史 に関 す る概略 的な入門書 と して、新 保

(1968)、 清 水(1986)、 青 木(1979)、 ス チュア ー ト(1991)、 富 田(1997)、 浅 井(2004)な ど が

あ る。

5　 北 アメ リカ先住民 の ジェ ンダー論研究 で は、和 智(2000)やStewart(2002b)が あ る。

6　 先住民 の ことは先住 民 に しかわか らない とい う立 場 に立 っ ネイテ ィヴ ・ア ンソロ

ポ ロジス トが活発 に調査 活動 を して いる ところで は、 外部 の研究 者が参入 で きる可能

性 が きわ めて低 い。
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